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安
芸
高
田
歴
史
紀
行

　
今
回
の
清
源
城
は
市
指
定
史
跡
で
、郭
や
切
岸
が
戦
国
時
代
の
姿
を
よ
く
残
し
て

い
ま
す
が
、地
元
で
も
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。城
跡
の
す
ぐ
南
の
谷
に
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
山
道
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、城
跡
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
に
く
い
状

況
で
す
。せ
っ
か
く
の
指
定
史
跡
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
　

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      　
　
　
　

学
芸
員　

秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
三
十
三
回

編
集
後
記

　

夢
の
甲
子
園
へ

　

３
月
22
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
高
校
野

球
に
広
陵
高
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

主
将
と
し
て
八
千
代
中
学
校
出
身
の
熊

谷
治
人
さ
ん
が
出
場
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

彼
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
や

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
を
想
像
し
、
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。
よ
ー
し
私
も
が
ん
ば
る

ぞ
。（
そ
の
前
に
夢
を
見
つ
け
な
く
て

は
…
…
）　
　
　
　
　
　
　
　

（
浮
田
）

　

悩
み
に
悩
ん
だ
末
に
、
問
題
の
解
決

方
法
と
し
て
選
ば
れ
る
自
殺
。
子
ど
も

の
手
本
と
な
る
べ
き
大
人
が
選
ん
で
は

い
け
な
い
方
法
で
す
。
子
ど
も
が
ま
ね

を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

（
森
本
）

　

今
年
も
神
楽
東
京
公
演
の
取
材
で
、

東
京
に
出
張
し
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
、
カ
メ
ラ
を
2
台
ぶ
ら
下

げ
て
、
会
場
の
1
階
席
と
2
階
席
を
往

復
。さ
す
が
に
疲
れ
て
、休
憩
の
度
に
、

ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
で
座
り
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　

で
も
、
公
演
を
行
っ
た
原
田
神
楽
団

の
み
な
さ
ん
は
、
僕
よ
り
も
も
っ
と
疲

れ
た
は
ず
。
そ
れ
も
、
緊
張
の
中
で
の

舞
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
な
お
さ
ら
で

し
ょ
う
。

　

原
田
神
楽
団
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
し
て
感
動
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
じ
日
に
会
場
の
隅
の
方
で
疲
れ
て

い
た
僕
が
、
感
動
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
稲
田
）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
２
７
０
ｍ
、比
高
／
約
70
ｍ

史
跡
指
定
／
市
指
定
史
跡

城
　
主
／
門
田
氏

所
要
時
間
／
東
麓
の
市
道
か
ら
約
15
分

立
地
：
こ
こ
は
甲
立
、吉
田
そ
し
て
豊
島（
戸
島
）を
結
ぶ
交
通

の
要
所
で
、可
愛
川
と
戸
島
川
の
合
流
点
を
見
下
ろ
す

山
腹
に
城
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。下
小
原
は
、中
世
に
は

麻
原
郷
内
に
あ
り
、こ
の
辺
り
は
特
に
門
田（
門
出
）と

い
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、江
戸
時
代
以
降
は
清
源

と
い
う
地
名
で
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
：
南
北
朝
期
に
安
芸
国
に
入
っ
た
毛
利
氏
の
う
ち
、麻
原

に
住
ん
だ
一
族
が
麻
原
氏
を
名
乗
り
ま
す
。そ
の
子
孫

で
、こ
こ
門
田
に
住
ん
だ
門
田
氏
が
清
源
城
主
と
さ
れ

て
い
ま
す
。門
田
氏
は
、戦
国
〜
江
戸
時
代
に
か
け
て
毛

利
家
臣
と
し
て
史
料
が
残
る
こ
と
か
ら
、城
主
で
あ
っ

た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

城
跡
：
山
城
と
し
て
は
低
く
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
が
、丁
寧
な
土

木
工
事
が
さ
れ
て
い
ま
す
。全
体
的
に
遺
構
の
残
り
が

よ
く
、郭
、切
岸
、堀
切
、竪
堀
、土
塁
な
ど
山
城
の
主
要

な
構
造
が
わ
か
り
や
す
く
観
察
で
き
ま
す
。最
頂
部
の

①
に
は
土
塁
Ａ
を
築
き
、そ
の
西
側
が
堀
切
に
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、②
の
周
囲
に
は
部
分
的
に
石
積
が
残
り

ま
す
。③
は
最
大
の
郭
で
、北
辺
に
長
い
土
塁
Ｂ
が
湾
曲

し
て
築
か
れ
て
い
ま
す
。

考
察
：
こ
の
城
が
北
東
方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、甲
立

方
面
か
ら
吉
田
、豊
島
方
面
へ
の
侵
入
を
監
視
す
る
役

割
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。と
こ
ろ
で
戸
島
川
の
西

側
に
は
こ
の
城
を
は
じ
め
、釜
ヶ
城
、長
見
山
城
、塩
屋

城
、長
谷
木
城
な
ど
が
残
り
ま
す
が
、東
側
に
は
全
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
城
跡
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
理
由
は

不
明
で
す
が
、戦
国
時
代
の
麻
原
郷
一
帯
は
毛
利
氏
の

支
配
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、西
の
本
拠
地
吉
田
を
守

る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

清
源
城

せ
い

げ
ん

じ
ょ
う

《
甲
田
町
下
小
原
》

お
　

ば
ら

も
ん
　

で
く
る
わ

き
り
ぎ
し

土塁Ｂと鋭い切岸（西側より撮影）清源城遠望（南側より撮影）

清源城略測図（作図　秋本哲治） 周辺位置図
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区分・種別 単　位
金　額

市内 市外
死体の
火葬

12歳以上の
もの

１体につき 25,000円 50,000円

12歳未満の
もの

１体につき 12,500円 25,000円

死産児 １胎につき 6,000円 12,000円
小動物 １体につき

（集合火葬）
3,000円 15,000円

１体につき
（単独火葬）

6,000円 30,000円

手術肢体、胎盤、産
汚物等の焼却

１個又は長さが
30㎝未満の立方
体におさまる大
きさのもの

6,000円 12,000円

式場等 葬儀 １回につき 30,000円 60,000円
通夜 １回につき 30,000円 60,000円

待合室 ９時から17
時のうち２
時間以内

１室１回につき 5,000円 10,000円

霊安室 24時間以内 １体につき 1,000円 2,000円

※「市内」とは、死亡当時の死亡者又は火葬許可申請者の住民登録が本市にあ
る場合とします。ただし、手術肢体、胎盤、産汚物等に関しましては、申請
時の住所が本市にある申請者のこととします。

13 12



人事行政の運営などの状況 総務課職員係　 ４２－５６１１
　地方公務員法及び安芸高田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、給与などの状
況を公表します。詳細については、市ホームページでご覧いただけます。

区分 高卒程度 身体障害者対象 割愛 その他選考 合計
一般事務職 8 1 1 0 10
消防吏員 4 0 0 0 4
計 12 1 1 0 14

（1）職員の採用状況（平成23年4月2日～平成24年4月1日）

※退職派遣後の採用、臨時的任用職員を除いています。

（2）職員の退職状況（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
職種 定年退職 勧奨退職 普通退職 分限免職 懲戒免職 失職 死亡退職 合計

一般事務職 6 12 1 0 0 0 1 20
技能労務職 0 0 0 0 0 0 0 0
消防吏員 4 0 0 0 0 0 0 4
計 10 12 1 0 0 0 1 24

※退職派遣者、臨時的任用職員を除いています。

 １　職員の任免及び職員数に関する状況

（3）職員数の状況　職員数の推移
年度

部門別 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 過去5年間の
増減数（率）

一般行政 320 310 311 307 309 300 ▲20（▲ 6.3％）
教育 60 57 56 55 37 36 ▲24（▲40.0％）
消防 49 48 50 51 49 49
普通会計計 429 415 417 413 395 385 ▲44（▲10.3％）
公営企業等会計計 51 55 43 37 36 36 ▲15（▲29.4％）
総合計 480 470 460 450 431 421 ▲59（▲12.3％）

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。上記数値には、教育長を含んでいます。

 ２　職員給与費の状況
（１）平成23年度の人件費（普通会計決算）
住民基本台帳人口 歳出額(Ａ) 実質収支 人件費(Ｂ) 人件費率(Ｂ／Ａ)

31,202人 21,625,859千円 615,249千円 4,384,200千円 20.3％

（２）平成23年度の職員給与費（普通会計決算）

職員数(Ａ) 給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給与費(Ｂ／Ａ)給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計(Ｂ)

384人 1,640,614千円 222,437千円 611,272千円 2,474,323千円 6,444千円
（注）職員数は平成23年4月1日現在の人数であり、職員手当には退職手当を含みません。

（３）ラスパイレス指数
平成21年 平成22年 平成23年
97.6 101.1 101.0

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。

（４）職員の初任給の状況（平成24年4月1日現在）
区　分 安芸高田市 広島県 国（減額前） 国（減額後）

一般
行政職

大学卒 161,600円 175,814円 172,200円 163,987 円
高校卒 140,100円 142,086円 140,100円 133,418 円

 ３　特別職の報酬等の状況
区　分 給料月額
給　

料

市　長 860,000円
副市長 700,000円
教育長 620,000円
区　分 報酬月額
報　

酬

議　長 410,000円
副議長 355,000円
議　員 325,000円

15 14
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

神
楽
東
京
公
演
の
効
果

　

先
般
1
月
19
日
（
土
）、
東
京
の
日
本
橋
三
井

ホ
ー
ル
に
て
、
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
第
2
回

東
京
公
演
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
新
宿
で
の
公

演
と
同
様
に
大
変
好
評
で
盛
会
に
実
施
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
安
芸
高
田
神
楽
の
東
京
公
演
に
よ

り
、
安
芸
高
田
市
の
知
名
度
が
全
国
的
に
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
不
況
の
影
響
で
全
国
的
に
観
光

客
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
安
芸
高
田
市

で
は
、
第
1
回
東
京
公
演
の
効
果
で
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
第
2
回
東
京
公
演
後
の
今
年
は
更

に
増
加
す
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
神

楽
門
前
湯
治
村
で
は
、
東
京
方
面
か
ら
の
お
客
様

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
神
楽
東
京
公
演
に
よ
り
四
つ
の
効
果
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
第
1
回
東
京

公
演
以
来
安
芸
高
田
市
の
知
名
度
が
全
国
的
に
高

ま
り
、
既
存
の
毛
利
元
就
等
の
歴
史
資
源
や
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
・
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の
ス
ポ
ー

ツ
と
合
わ
せ
て
安
芸
高
田
市
を
訪
れ
る
人
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
観
光
振
興
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。
宿
泊
の
受
け
皿
で
あ
り
ま
す
が
、
少
年

自
然
の
家
・
神
楽
門
前
湯
治
村
・
た
か
み
や
湯
の

森
の
活
用
は
無
論
で
あ
り
ま
す
が
、
集
会
所
・
民

家
・
寺
院
を
活
用
し
た
「
農
家
民
泊
」
に
よ
る
受

け
入
れ
も
、
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
神
楽
と
既
存
の
資
源（
毛
利
元
就
等
の
歴
史
・

土
師
ダ
ム
・
湧
永
庭
園
）、
祭
り
や
農
作
業
を
含

む
年
間
を
通
じ
て
の
行
事
を
組
合
わ
せ
る
事
に
よ

り
、
中
山
間
地
域
ら
し
い
観
光
の
充
実
が
は
か
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
土
産
も
特
産
品
の
「
あ
き

た
か
た
の
た
か
ら
」
や
三
矢
ブ
ラ
ン
ド
（
え
び
す

茶
・
御
膳
・
蕎
麦
）・
ゆ
ず
製
品
・
神
楽
面
等
、

市
と
し
て
誇
れ
る
物
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
神
楽
が
ご
縁
で
安
芸
高
田
市
の
出

身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
が
結
束
し
た
こ
と

で
、｢

ふ
る
さ
と
応
援
の
会｣

の
関
東
に
お
け
る

組
織
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。現
在
、

関
東
地
区
の
会
員
は
、
１
７
０
名
程
度
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
会
員
数
は
増
加
傾
向
に
な
る
と
思
い

ま
す
。｢

ふ
る
さ
と
応
援
の
会｣

が
窓
口
と
な
り
、

安
芸
高
田
市
の｢

文
化｣

「
特
産
品
」「
企
業
誘
致
」

の
発
信
と
な
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

応
援
の
会
に
入
会
さ
れ
る
と
、「
広
報
あ
き
た
か

た
」
等
の
故
郷
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
と
故
郷
を
離
れ
た
人
と
の
「
絆
」
を
深

め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
こ
の
度
の
東
京
日
本
橋
で
の
安
芸

高
田
市
の
神
楽
公
演
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
ニ
コ

ニ
コ
動
画
」
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
ま
し

て
、
こ
の
サ
イ
ト
を
視
聴
さ
れ
た
方
が
全
国
で

２
８
、０
０
０
人
以
上
お
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

現
在
整
備
し
て
い
る
「
光
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し
て

の
安
芸
高
田
市
の
特
産
品
販
売
に
も
大
き
く
寄
与

出
来
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
神
楽
を
全
国
的
に
発
信
す
る
事
に

よ
り
、若
者
に
も
魅
力
あ
る
文
化
と
し
て
定
着
し
、

若
者
の
定
住
に
大
き
く
貢
献
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
東
京
か
ら
神
楽
を
す
る
た

め
に
安
芸
高
田
市
を
訪
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

が
、
神
楽
を
舞
う
た
め
に
地
元
に
就
職
す
る
若
者

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、
近
隣
の
市
町
か
ら
は
、

何
人
も
の
若
者
が
神
楽
に
魅
了
さ
れ
て
安
芸
高
田

市
内
の
神
楽
団
に
入
団
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
安
芸
高
田
市
の
伝
統
文
化

を
大
切
に
し
、
保
存
・
継
承
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、

安
芸
高
田
市
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。「
神
楽
」
を
特
定
地
域
の
固
有
の
文
化

と
し
て
で
は
な
く
、
安
芸
高
田
市
全
体
の
文
化
と

し
て
、
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
事
を
心
が
け
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

55
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25

枯
れ
草
焼
き
火
災
の

防
止
に
つ
い
て
！

　

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
年

林
野
火
災
が
多
発
す
る
３
月
20
日
か
ら

４
月
20
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
を
「
林
野

火
災
防
止
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
で
は
、23
年
に
は
20
件
、

24
年
に
は
21
件
の
山
火
事
や
休
耕
田
等

の
枯
れ
草
を
焼
く
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
あ
ぜ
焼
き
や
刈
っ
た
後
の
枯
れ

草
の
焼
却
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
枯
れ
草
は
一
度
火
が

つ
く
と
、
一
気
に
燃
え
広
が
り
ま
す
。

　

実
施
に
あ
っ
て
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
い
日
は
中

止
す
る
。

■
必
ず
２
人
以
上
で
行
う
。

■
完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

■
水
バ
ケ
ツ
・
消
火
器
な
ど
消
火
準
備

を
し
て
お
く
。

■
周
囲
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
。

■
屋
外
で
喫
煙
す
る
と
き
は
、
携
帯
灰

皿
を
使
用
す
る
な
ど
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
。

ひ
の
川
幼
稚
園
へ

鼓
笛
セ
ッ
ト
を
贈
呈

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平

成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

し
て
、
幼
年
消
防
用
鼓
笛
セ
ッ
ト
を
ひ

の
川
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
の
中

で
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
及
び
防
火

思
想
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
、
宝
く

じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た
も
の
で
す
。

２
月
15
日
に
、
ひ
の
川
幼
稚
園
で
贈
呈

式
を
行
い
、
今
後
の
園
行
事
等
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
防
火
防
災
の
啓
発
活

動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
の
お
願
い

　

近
年
救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
も
昨
年
１
、

５
６
７
件
と
過
去
最
高
の
出
動
件
数
と

な
り
ま
し
た
。

　

真
に
緊
急
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（00件）

130件
（130件）

3件
（3件）

1件
（1件）

１月
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　住田 博幸 委員の死亡に伴い、住田委員がこれまで
担当されていた地区を下田委員が担当されます。担当
地区は次のとおりです。

農業委員　　下田 眞理子 委員

担当地区　上市・岡の原・横呂・戌谷・寺川・岩倉・
宝前・原・隠地

追加地区　重信隠地・重信日南・清田・竹之内・下日南・
上日南・下市・川撫・向井・奈良谷・瀬木・
鳥信

美土里町の農業委員の
担当地区が変わりました

　平成24年12月から平成25年1月にかけて行われ
た各大会に出場されました。

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第26回全国都道府県対抗 中学バレーボール大会
（男子の部）
末田　拓也（高宮中学校3年生）
NBP 12球団 ジュニアトーナメント ENEOS CUP
（軟式野球）
沖田　竜希（小田小学校6年生）
第65回全日本バレーボール　高等学校選手権大会
（女子の部）
上川　千晶（沼田高等学校1年生）

全国大会出場
おめでとうございます

　住民の方からの人権相談に応じる人権擁護委員の委嘱が平成25年1月1日になされました。

人権擁護委員　天根 信子さん（八千代町・再任）

人権擁護委員に委嘱されました

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成25年交通事故発生状況

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

11件

0人

11人

6件

0人

12人

5件

0人

－1人

死 者 数

負傷者数

H25．1末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○高齢者の交通事故防止
　昨年の県内の高齢死者数は64人と、2年連続で増加し、
中でも、歩行中の死者が36人と半数以上を占めています。
歩行者36人中
・28人が75歳以上の高齢者
・21人が夜間被害で、全員反射材等の活用なし
・17人が自宅付近(500m以内)被害
・19人に法令違反あり(車両直前・直後横断＝8、横断歩道外横断＝4)
交通事故防止のポイント
・通り慣れた道でも安全確認を
・横断中も周囲に気を配る
・夜間は、反射材、LEDライトを活用する
・遠回りでも、横断歩道・信号機のある所を渡る
※安芸高田市は高齢死者数は2名で、うち歩行中が1名、自転車乗車中が1名

●3月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）　2日（土）・6日（水）・11日（月）・12日（火）

60

１月中は、積雪、凍結に伴う交通事故が多発。その
原因のほとんどは、天候、路面状況に応じた運転と
適正速度が守られていなかったことによるもので
す。

●基本はあいさつ
　犯罪に強いまちづくりには地域の結束が大切です。
　基本はあいさつです。
　日頃からあいさつを交わし、互いに協力し合う人々のつな
がりが、安全で住みよい地域社会づくりの基礎となります。
●家庭で、地域で、防犯に関心を
　犯罪の手口は日々変化します。
　家庭や地域で情報交換したり、予防策について話し合ったりして、防犯意識
を高めましょう。
●隣近所との協力
　犯罪者は、声をかけられたり、人に見られるのを嫌います。
　また、住民の目が行き届いたきれいな町は、犯罪をしにくい環境をつくります。

　ゴミ出しのルールを守るなど、ちょっとしたことから町の連帯感が生まれ、
防犯につながっていきます。
●防犯ポスターなどの掲示
　防犯関係のポスター・標語などの掲示は、地域の防犯意識の高さを示すもの
です。
　町内の掲示板はいつもきれいに、古くなったポスターは、こまめに張り替え
る配慮が必要です。
●ながらパトロール
　犬の散歩やジョギング、買い物などを兼ねての「ながらパトロール」は、日
常生活の中で気軽にできます。

地域で防犯意識を向上させましょう

地域で行う防犯活動
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ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

３月19日（火）
（13:30～15:30）

中央保健
センター
３階

第３回「赤ちゃんとの出会い、
キラキラ新生活☆」

★妊娠中から始めるエクササ
イズで骨盤ケア♪

★出産について♪
★赤ちゃんとの生活♪
　（沐浴・抱き方・おむつ替
えにチャレンジ）等

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は４
月30日（火）≪マタニティーライフを楽しもう～ママの変化
とベビーの成長、妊娠中の過ごし方等～≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 42-5633

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

３月
１日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成24年11月生まれ。

　2歳6か月児相談は平
成22年9月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

３月
８日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

３月
15日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます。事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

新年度に向けてもう一度確認を
　予防接種は月齢・年齢に応じて、接種時期が決まって
おり、その期間であれば無料で接種することができます。
しかし、その時期を過ぎると全額自己負担となります。
予防接種は期間内に受けましょう。
　特に、次の方は平成25年４月１日以降の接種は自己
負担となります。ぜひ、平成25年３月３１日までに予
防接種を受けましょう。

【麻しん風しん予防接種】
該当者
＊　5歳以上7歳未満で、幼稚園、保育所等の年長児（平
成18年4月2日～平成19年4月1日生）に相当する
方
＊　中学１年生（平成11年４月２日～平成12年４月１
日生）に相当する方
＊　高校３年生（平成６年４月２日～平成７年４月１日
生）に相当する方

【子宮頸がん予防ワクチン接種】
該当者
＊　高校１年生（平成８年４月２日～平成９年４月１日
生）相当の女子

その他のお知らせ
【ヒブワクチンの追加接種】
　平成25年度以降の公費助成が決定しましたら、接種
券を対象者に送付いたします。

　国立感染症研究所 感染症情報センターのホームペー
ジには予防接種スケジュール表で掲載されています。ど
うぞご利用ください。
　http://idsc.nih.go.jp/vaccine/dschedule.html

予防接種は受けましたか？

【乳幼児健康教室】

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

３月22日（金）　
10:00～11:30

中央保健
センター
　３階

3月15日

～

3月21日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ｰ 5633)へお申し込み
ください。

21

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター

【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ

ルームは、子育て中の親子が集い交流しあえる場所です。
３歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。おしゃべりをして、
ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■活動時間は45分程度ですが、参加人数や季節により時
間が前後する場合があります。
■＊託児はありませんが、対象年齢ではない、ごきょうだ
いを連れてこられても大丈夫です。

■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
３月６日（水）
10:00～10:15　受付
10:15～11:00　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　０歳～１歳

３月12日（火）
10:00～10:15　受付
10:15～11:00　活動

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
３月７日（木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H21年９月生まれ

中央保健
センター

３月14日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H23年８月生まれ

中央保健
センター

３月21日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年５月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
３月１日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 ひなまつりコンサート

３月１日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
３月５日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

３月５日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

３月６日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

３月７日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

３月７日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

３月８日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 おたのしみかい

３月12日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

３月12日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 お わ か れ 会

３月13日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

３月14日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

３月19日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

３月21日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

３月21日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

３月27日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園

３月29日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
　刈田保育園　　　 　５２－２０９９
　八千代南保育園　 　５２－３０４８
　可愛保育園　　　 　４３－１７７６

第13回　新春高宮子ども神楽発表大会での一コマ（1月27日）
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青少年が抱く、若い感性を発表
第27回青少年の声を聞く会（向原町）
　青少年の若い感性が捉えた悩み、希望。それぞれ
の体験に基づく発表は、大人の心に直接響きます。
　1月26日(土)、向原公民館講堂で6名の青少年が
堂々と意見発表。彼らが日々の生活で感じているこ
とが、未来を担う力へと変わっていくのでしょう。
青少年育成安芸高田市民会議向原支部の主催によっ
て行われた会では、向原高等学校の書道パフォーマ
ンスandフラダンス、佐藤 勝前教育長の講演が行
われるなど、青少年の健全育成を考える会になりま
した。

美しい音色を間近で感じたよ！
広島交響楽団音楽鑑賞教室
　広島交響楽団の演奏に聞き入る子どもたち。プロの
交響楽団の奏でる音色ですから、思わずうっとりして
しまうのも仕方がないでしょう。
　2月5日(火)、クリスタルアージョで市内全小学校
の5～6年生を対象に、音楽鑑賞教室が開かれました。
　指揮者体験では、2名の児童が積極的に参加し、見
事なタクトさばきで広島交響楽団をけん引。またフィ
ナーレでは、広島交響楽団の演奏にのせてビリーブを
全員で合唱するなど、芸術を身近に感じる日となりま
した。

自画像制作100周年!!
吉田小学校　卒業記念　自画像制作
　大正2年から続く吉田小学校の卒業制作。今年で100
周年を迎えました。この伝統ある自画像制作を、2月7
日（木）、吉田小学校の6年生が行いました。
　鏡を見つめながら、真剣に自分を描く姿は、今も昔も
変わらないのでしょう。自分を見つめながら将来の夢を
思い描く事は、これからの人生の芯になるはずです。
　当日は100周年記念セレモニーも行われ、吉田小
学校が保存している全ての自画像が展示されました。
100年間受け継がれてきた自画像は、そのままふるさ
との表情を映しているようです。

不安の中で、挑む情熱
あきたかた市民セミナー「ワカモンの主張」
　１月19日クリスタルアージョで20代～40代、
９名の“ワカモン“が日頃の思いを発表しました。神
楽まつり・パティシエ・農業・ブライダルデザイナー・
福祉・演劇・イラストレーター・ホースセラピストと
専門性の高い職種に挑戦されてきた自身の失敗談や
成功体験を発表されました。時には失敗をしながら
も試行錯誤を重ねて、次々と問題を解決してきたと
いう確固たる自信が感じられました。また、自分の
技術と知識を生かして、少しでも地域のために役立
ちたいと話され、とても頼もしく感じられました。
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市議会を実際に体験
生徒議会
　安芸高田市明るい選挙推進協議会主催で毎年市内
中学生を対象に行われる生徒議会。今年は、高宮中
学校2年生が市議会を体験しました。
　市政に興味を持つことはとても大切ですが、それ
を一議員として発言するとなると、資料集めなども
大変。しかし、高宮中学校の生徒は、パネルを用い
て提案したり、答弁に再質問を行うなど、下調べに
時間を割いた結果が見てとれます。今回、取り組ん
だ生徒議会の経験が、成人してからの選挙への理解、
施策への関心へと繋がることが期待されます。

美しい作品に出会えて、私も挑戦したくなった！
第６回あきたかた市民文化祭　展示芸術の祭典
　今年で６回目となる市内最大の展示芸術の発表の
場として、この祭典も定着しました。
　団体34、個人33名より420点の作品が出展さ
れ、来場者からは「どの作品もよく出来ていてびっ
くり。」「目が元気になりました。」「何かに取り組み
たくなった。」「出展者の元気さを感じた。」など制作
者に対する敬意と称賛の声が寄せられました。展示
内容も絵画、写真、書、いけ花など多岐にわたりま
した。１月27日から２月２日の会期中、クリスタ
ルアージョへの来場者は約1,400人を数えました。

歓喜の優勝、そして来季の連覇を誓う！
サンフレッチェ広島・サンフレッチェ広島ユース
　J2降格の屈辱を乗り越え、応援し続けたファンを感涙に包んだサンフレッ
チェ広島のJ1リーグ初制覇。高円宮杯の連覇という偉業をやってのけたサ
ンフレッチェ広島ユース。２つの“日本一”の報告会が１月18日クリスタル
アージョで行われました。開場を待ちきれないファン約700名が押し寄せ、
あの感動を選手といっしょにもう一度分かち合いました。
　年が明け、常勝を期待される森保監督と選手達は、来季に向けて準備に入
りました。２月９日、毎年恒例の清神社への必勝祈願が行われ、約400人
のファンといっしょにチームの勝利と選手の安全・飛躍を祈願しました。
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食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

♪材料（４人分）♪
ごぼう ……………１本
玉ねぎ ………１/２個
バター ………大さじ１
水 ………………350㏄
固形スープの素 …１・１/２個
牛乳 ……………350㏄
塩・こしょう ……少々
青のり ……………少々

私た
ちが紹介します

安芸高田市食生活改善推進協議会安芸高田市食生活改善推進協議会
向　原　支　部向　原　支　部

★ごぼうは食物繊維が
豊富な食材。
　便秘予防や余分なコ

レステロールや老廃物を排出
してくれる働きがあります。

ごぼうのスープ

『こころの体温計』でメンタルヘルスチェック！
 保健医療課　 ４２－５６３３

　最近、こころや体の疲れや不調を感じていませんか？
　毎日の生活で無理が続くと、心身のバランスが崩れやすく
なります。
　安芸高田市では、ストレスをパソコンや携帯電話でチェッ
クできるシステム『こころの体温計』を導入しました。
　『こころの体温計』は、気軽にいつでも、どこでも、スト
レスや落ち込み度を確認できるシステムです。
　体調が悪いと体の体温を測るように、ちょっと疲れている
と感じたら、こころの体温を測りましょう。

　『こころの体温計』（メンタルヘルスチェックシステム）は、
安芸高田市ホームページから利用できます。
　ぜひ、アクセスしてみてください。

携帯電話はこちらから

（ひとり分　エネルギー：124kcal、塩分:1.4g）

断酒会

広島断酒会ふたば会　中田克宣

090-4802-1865

※詳しい内容はお問合せください。

　３月１日（金）　18：30～22：30

　ふれあいプラザ向原

　３月８日（金）　19：00～21：00

　　３月25日（月）　19：00～21：00

　　３月31日（日）　13：30～15：30

　吉田人権会館ハートプラザよしだ

移動献血のお知らせ
 （400mL献血）

・ 　３月８日（金）

　　　　　JA 広島北部本店

　　　　　９：30～11：15

　　　　　JA 吉田総合病院

　　　　　13：00 ～ 15：30

　　　　３月26 日（火）

　　　　　八千代病院

　　　　　13：00 ～ 15：30

♪作　り　方♪

①みじん切りにした玉ねぎを
バターで炒め、水と斜め切りに
したごぼう、固形スープの素を加
え10分ほど煮る。
②①のあら熱を取りミキサーにかける。
③鍋に戻し牛乳を加えて煮立てない
ように温め、塩・こしょうで調
味する。
④器に入れ青のりを中心

にのせる。
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

3
月
・
4
月
は
学
校
の
卒
業
や
就

職
・
退
職
な
ど
に
よ
り
異
動
の
多
い

季
節
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
健
康
保
険
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
異
動
が
あ
っ
た
14

日
以
内
に
市
役
所
保
健
医
療
課
ま
た

は
、
各
支
所
窓
口
係
に
届
出
が
必
要

で
す
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
次
の
よ
う
な
不

利
益
を
被
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
届
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

国
保
の
加
入
届
出
が
遅
れ
る
と
？

　

職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
必
ず
国
保
へ
の

加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
、
届
出
し
た
日

で
は
な
く
、
国
保
に
加
入
す
る
資
格

を
得
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

税
を
納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
を
や
め
る
届
出
が

遅
れ
る
と
？

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
、
国
保
を
や
め
る
届
出
を
せ
ず
に

国
保
の
保
険
証
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
保
の
保
険
税
と
職
場
の

健
康
保
険
料
を
二
重
に
支
払
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
す
る
と
き
・
や
め
る
と
き

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

■国保に加入するとき

こんなとき 届け出に必要なもの
他の市区町村から転
入してきたとき

他の市区町村の転出
証明書、印鑑

職場の健康保険をや
めたとき

職場の健康保険をや
めた証明書、印鑑

職場の健康保険の被
扶養者ではなくなっ
たとき

被扶養者でなくなっ
た理由の証明書、印
鑑

■国保をやめるとき

こんなとき 届け出に必要なもの
他の市区町村へ転出
するとき

保険証、印鑑

職場の健康保険に加
入したとき

国保と職場の健康保
険の両方の保険証、
印鑑職場の健康保険の被

扶養者になったとき

■その他

こんなとき 届け出に必要なもの
市内で住所が変わっ
たとき

保険証、印鑑

世帯主や氏名が変
わったとき
世帯が分かれたり、
一緒になったりした
とき
修学のため、別に住
所を定めるとき

保険証、印鑑、在学
証明書

保険証をなくしたと
き

身分を証明するも
の、印鑑

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
！
こ
ま
め
に
体
を
動
か
そ
う
！

で
す
。

　

運
動
部
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
推
進
の
一
環
と
し
て
、
２
か
月

に
１
回
、
市
内
６
町
を
順
番
に
歩

く
「
こ
ま
め
に
歩
こ
う
会
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
こ
ま

め
に
歩
こ
う
会
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み

よ
う
か
…
」「
た
ま
に
は
、
い
つ

も
と
違
う
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み
よ

う
か
…
」
と
い
う
方
、
初
め
て
の

道
も
み
ん
な
で
歩
け
ば
楽
し
く

歩
け
ま
す
。
長
く
続
け
ら
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
き
っ
か
け
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
の
「
こ
ま
め
に
歩

こ
う
会
」
は
次
の
と
お
り
開
催
予

定
で
す
。

３
月
13
日
（
水
）　

安
芸
高
田

市
芸
術
農
園
「
四
季
の
里
」

八
千
代
の
丘
美
術
館
前

　

10
時
集
合

【
コ
ー
ス
】四
季
の
里
周
辺（
３
㎞
）

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
、
美
術
館

で
の
鑑
賞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。（
団
体
割
引
の
入
館
料
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）

※
悪
天
候
時
は
、
中
止
に
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
健
医

療
課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
健
医
療
課

　

４
２

－

５
６
３
３

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

７月４日（水）高宮町　田園パラッ
ツォ裏親水公園周辺コース【約1.6㎞】

10月20日（土）向原町　市民ウォーキン
グ　向原運動広場周辺コース【２,３,５㎞】

１月23日（水）吉田町　老人クラブと合
同実施　吉田運動公園周辺コース【約４㎞】

ウォーキング前にまずはラジオ体操♪

９月28日（金）美土里町　桑田の
庄周辺コース　【約３㎞】

のどかなコースを気持ちよく歩きました

11月21日（水）甲田町　老人クラブと合同実
施　ミューズ発・唯称庵折返しコース【約3㎞】

モミジの絨毯をウォーキング♪

健康あきたかた21　市民ウォーキングにて

総勢70名で、いつもより長めの距離を歩きました
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27

「
求
同
存
異（
き
ゅ
う
ど
う
そ
ん
い
）」

の
気
持
ち
で

　

私
は
こ
の
一
年
ほ
ど
調
査
で
、
尖

閣
諸
島
を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
台

湾
の
「
保
釣
」
運
動
家
の
話
を
聞
い

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
中
国
語
で
は

尖
閣
諸
島
の
こ
と
を
釣
魚
島
（
も
し

く
は
釣
魚
台
）
と
言
う
。

　

私
が
話
を
聞
い
て
い
る
運
動
家
は

尖
閣
諸
島
へ
の
上
陸
も
行
っ
た
過
激

派
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
私
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
な
か
で
使
っ
た
中
国
語
が

「
求
同
存
異
」
で
あ
る
。
彼
の
意
図

は
、
台
湾
と
日
本
で
は
立
場
が
違
う

が
何
か
一
致
点
を
見
出
そ
う
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
と
し
て
領
土

に
つ
い
て
譲
れ
な
い
も
の
の
、
意
外

に
も
彼
は
敵
対
し
て
い
て
も
何
も
果

実
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
の
言

葉
は
日
中
国
交
成
立
の
お
り
に
周
恩

来
が
田
中
角
栄
に
使
っ
た
言
葉
で
も

あ
り
、
違
い
は
あ
る
が
大
き
な
目
標

に
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う

意
味
で
使
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

多
文
化
共
生
に
も
こ
の
言
葉
は
当

て
は
ま
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
違

う
こ
と
ば
か
り
を
取
り
上
げ
、
相
手

を
批
判
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
人

間
違
っ
て
い
て
当
た
り
前
。
大
事
な

こ
と
は
そ
の
違
い
を
認
め
つ
つ
（
違

い
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
）、
同
じ

人
間
と
し
て
共
通
点
を
見
出
し
て
理

解
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
一
年
を
通
じ
て
多

く
の
外
国
の
習
慣
を
取
り
上
げ
て
き

た
。
一
見
、
不
思
議
に
思
え
る
こ
と

も
人
間
が
助
け
合
っ
て
い
く
工
夫
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。割
り
勘
に
せ
ず
、

お
ご
る
習
慣
も
人
間
関
係
を
長
続
き

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

人
間
は
互
い
に
助
け
合
わ
な
け
れ

ば
生
き
て
い
け
な
い
が
、
往
々
に
し

て
人
は
自
分
の
利
益
を
優
先
さ
せ
、

自
由
気
ま
ま
に
生
き
よ
う
と
す
る
。

そ
れ
故
だ
ろ
う
か
、
文
化
を
研
究
し

て
い
く
と
わ
か
る
の
だ
が
、
い
ず
れ

の
文
化
に
も
形
こ
そ
違
え
ど
も
様
々

な
助
け
合
う
仕
組
み
が
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
。
助
け
合
う
こ
と
こ
そ
が

人
間
社
会
の
根
本
な
の
だ
と
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
。
文
化
が
違
う
相
手
に
は

反
発
を
感
じ
る
こ
と
は
多
い
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、そ
の
時
こ
そ「
求

同
存
異
」
の
気
持
ち
で
の
ぞ
ん
で
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
人
間
は
助
け

合
っ
て
こ
そ
人
間
な
の
で
あ
る
。

　

 

（
文
・
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

講
師
）

世界の文化
～異文化理解のはじめ～

人権多文化共生推進室
42-5630

イラスト：県立広島大学
ロナルド・スチュアート
准教授
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敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

田 川 夢
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